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判例研究

商
事
判
例
研
究

九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

喪
失
し
た
白
地
手
形
に
つ
い
て
除
権
判

決
を
得
た
者
と
手
形
の
再
発
行
請
求
権

　
最
高
裁
昭
和
五
一
年
四
月
八
日
判
決
（
醐
肺
一
計
舞
肱
鉗
酵
縣
斑
鰍
）
民
集
三
〇
巻

三
号
一
八
三
頁

〔
事
実
〕
Y
は
訴
外
A
に
対
し
、
振
出
日
お
よ
び
受
取
人
を
白
地
の
ま
ま

本
件
約
束
手
形
を
振
出
交
付
し
た
。
こ
の
手
形
は
A
か
ら
号
外
B
へ
、
B

か
ら
X
へ
と
裏
書
譲
渡
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
X
は
昭
和
四
五
年
九
月
に
同

手
形
を
盗
ま
れ
た
た
め
、
直
ち
に
公
示
催
告
の
申
立
を
な
し
、
同
四
六
年

八
月
一
九
日
に
除
権
判
決
を
得
た
。
そ
こ
で
X
は
、
策
一
次
的
に
本
件
手

形
の
振
出
日
を
手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
り
昭
和
2
9
五
年
八
月
二
〇
日
と

補
充
し
た
と
し
て
手
形
金
の
支
払
請
求
を
す
る
と
と
も
に
、
第
二
次
的
に

商
法
二
三
〇
条
二
項
を
準
用
し
て
白
地
手
形
の
再
発
行
を
求
め
、
さ
ら
に

第
三
次
的
に
除
権
判
決
を
得
た
本
件
手
形
は
日
時
の
経
過
に
よ
り
当
然
時

効
消
滅
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
、
手
形
上
の
権
利
が
時
効
に
よ
り

消
滅
し
た
場
合
に
準
じ
て
利
得
償
還
請
求
権
を
行
使
で
き
る
と
主
張
し

て
、
本
訴
を
提
起
し
た
。

　
一
審
（
綱
汕
娩
荊
剛
将
四
）
は
X
の
請
求
を
全
面
的
に
棄
却
。
第
二
審
（
砿
娼
縞
撒
關

蜘
咽
暁
か
）
で
、
X
は
第
一
次
的
に
手
形
金
の
支
払
請
求
を
、
第
二
次
的
に
喪

失
手
形
と
同
一
内
容
の
約
束
手
形
の
再
交
付
請
求
を
Y
が
拒
否
し
た
こ
と

を
理
由
と
す
る
右
交
付
義
務
不
履
行
に
代
る
損
害
賠
償
請
求
を
、
第
三
次

的
に
白
地
手
形
の
再
発
行
請
求
を
、
主
張
し
た
が
、
控
訴
棄
却
。

　
そ
こ
で
X
は
、
　
8
振
出
日
欄
白
地
の
手
形
に
つ
い
て
は
手
形
が
存
在

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
手
形
の
振
出
日
欄
に
補
充
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る

が
、
手
形
が
な
い
場
合
に
は
右
補
充
が
で
き
な
い
た
め
、
除
権
判
決
を
得

て
白
地
の
振
出
日
欄
に
振
出
日
を
何
年
一
月
何
日
と
補
充
し
た
旨
主
張
す

れ
ば
足
り
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
最
高
裁
判
所
昭
和
四
三
年
四
月

一
二
日
第
二
小
法
廷
判
決
は
「
白
地
手
形
を
喪
失
し
た
所
持
人
は
除
権
判

決
を
得
た
だ
け
で
は
、
白
地
を
補
充
し
て
手
形
上
の
権
利
を
行
使
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
し
、
手
形
外
で
白
地
補
充
の
意
思
表
示
を
し
て
も
、
こ
れ

に
よ
り
白
地
補
充
の
効
力
が
生
ず
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
も
、
手
形

取
引
の
実
状
で
は
、
前
述
の
如
く
振
出
日
欄
が
白
地
の
も
の
が
多
く
、
白

地
手
形
に
除
権
判
決
を
認
め
る
以
上
、
右
最
高
裁
の
判
決
は
余
り
に
も
形

式
論
理
的
で
、
白
地
手
形
の
除
権
判
決
取
得
者
の
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ

大
に
し
て
、
白
地
手
形
の
除
権
判
決
取
得
者
は
「
証
書
に
因
れ
る
権
利
を

主
張
す
る
こ
と
を
得
」
（
民
訴
法
七
八
五
条
）
と
い
う
の
は
、
　
手
形
が
な

く
と
も
、
補
充
権
を
行
使
し
て
手
形
権
利
を
成
立
せ
し
め
、
こ
れ
を
行
使

し
う
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
口
名
古
屋
高
裁
昭
和
四
八
年
三
月
一
九

日
判
決
の
事
案
は
全
く
本
件
と
同
じ
事
案
で
、
勝
訴
の
判
決
を
言
い
渡
し

て
お
り
、
同
判
決
は
事
案
の
解
決
上
全
く
正
当
で
あ
る
と
思
料
す
る
か

ら
、
重
複
を
避
け
、
同
判
決
の
理
由
を
こ
こ
に
援
用
す
る
。
の
み
な
ら
ず

最
高
裁
判
所
昭
和
四
五
年
二
月
一
七
日
判
決
は
本
件
の
如
き
場
合
に
は
商
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法
二
三
〇
条
第
二
項
を
準
用
し
て
、
上
告
人
は
被
上
告
人
に
対
し
て
本
件

白
地
手
形
の
再
発
行
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
点
に
お
い
て
も
原
判
決
は
右
最
高
裁
判
決
に
抵
触
し
て
い
る
、
と
し

て
上
告
し
た
。

〔
判
旨
〕
上
告
棄
却

　
上
告
理
由
第
一
に
つ
い
て
　
　
確
定
日
払
の
約
束
手
形
で
あ
っ
て
も
、

振
出
日
は
手
形
要
件
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
載
が
白
地
で
あ
る
限
り
、
右

手
形
の
所
持
人
は
手
形
上
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
（
最
高
裁
昭
和
三
九
年
団
第
九
六
〇
斗
組
四
一
年
一
〇
月
＝
二
日
第

一
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
〇
巻
八
号
一
六
三
二
頁
）
、
　
ま
た
、
喪
失
し
た

白
地
手
形
に
つ
い
て
除
権
判
決
を
得
た
所
持
人
が
手
形
外
で
白
地
を
補
充

す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
白
地
補
充
の
効
力
を
生
じ

た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
二
年
囲
第

…
四
〇
三
号
同
四
三
年
四
月
一
二
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
二
巻
四

号
九
一
一
頁
、
同
昭
和
四
四
年
即
興
九
六
七
号
同
四
五
年
二
月
一
七
日
第

三
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
九
八
号
二
〇
九
頁
）
。

　
同
第
二
に
つ
い
て
　
　
喪
失
し
た
白
地
手
形
に
つ
い
て
除
権
判
決
を
得

た
者
は
、
手
形
債
務
者
に
対
し
喪
失
手
形
と
同
一
の
内
容
の
手
形
の
再
発

行
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
、
相
当
で
あ
る
。

け
だ
し
、
除
権
判
決
を
得
た
者
が
喪
失
手
形
の
再
発
行
を
請
求
し
う
る
も

の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
単
に
喪
失
手
形
の
所
持

人
と
同
様
の
権
利
行
使
の
形
式
的
資
格
を
回
復
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
手

形
の
再
発
行
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
喪
失
手
形
を
流
通
に
置

き
う
る
の
と
同
一
の
法
的
地
位
を
回
復
す
る
こ
と
と
な
り
、
除
権
判
決
に

こ
の
よ
う
な
実
体
的
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
は
馬
除
権
判
決
制
度
の
予
想

し
な
い
と
こ
ろ
と
い
う
べ
く
、
喪
失
手
形
の
再
発
行
請
求
が
そ
の
白
地
部

分
の
補
充
を
目
的
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
右
と
理
を
異
に
す
る
も
の

で
は
な
い
と
解
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

〔
研
究
〕
再
発
行
請
求
権
を
否
定
す
る
点
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
手
形
外

の
白
地
補
充
を
全
く
認
め
な
い
点
に
つ
き
疑
聞
を
も
つ
。

　
一
　
本
判
決
は
、
喪
失
し
た
白
地
手
形
に
つ
き
除
権
判
決
を
取
得
し
た

者
に
、
手
形
債
務
者
に
対
す
る
手
形
の
再
発
行
請
求
権
を
認
め
な
い
こ
と

を
判
示
し
た
最
高
裁
判
所
の
新
判
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
白
地
手
形

の
喪
失
者
は
公
示
催
告
に
よ
る
除
権
判
決
を
得
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ

の
除
権
判
決
の
効
力
は
喪
失
白
地
手
形
を
無
効
と
す
る
の
み
で
、
除
権
判

決
取
得
者
は
手
形
外
の
白
地
補
充
の
意
思
表
示
を
し
て
手
形
上
の
権
利
行

使
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
白
地
手
形
の
再
発
行
請
求
権
も
な
い

と
す
る
最
高
裁
の
立
場
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
二
　
除
権
判
決
制
度
と
白
地
手
形
　
　
除
権
判
決
は
第
一
に
、
公
示
催

告
さ
れ
た
当
該
証
書
を
無
効
で
あ
る
と
宣
言
す
る
（
眠
啄
糀
比
）
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
ま
で
証
券
上
に
表
彰
さ
れ
て
い
た
法
律
上
の
地
位
と
紙
片
と
の
結
合

を
分
離
し
、
判
決
後
は
当
該
証
券
を
た
だ
の
紙
片
に
帰
せ
し
め
る
効
力
を

生
ず
る
（
消
極
的
効
力
）
。
　
こ
の
効
力
に
よ
り
、
権
利
の
推
定
や
善
意
取

得
等
の
証
券
の
所
持
に
伴
う
法
的
機
能
を
剥
奪
し
、
除
権
判
決
の
取
得
者

以
外
の
者
に
は
当
該
証
券
に
よ
る
権
利
行
使
が
許
さ
れ
な
く
な
る
。
第
二

に
、
除
権
判
決
の
取
得
者
は
「
証
書
に
よ
り
義
務
を
垂
葉
す
る
者
に
対
し
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て
証
書
に
よ
れ
る
権
利
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
眠
琢
雑
5
、
す
な

わ
ち
、
除
権
判
決
に
よ
っ
て
、
除
権
判
決
取
得
者
は
あ
た
か
も
証
券
の
所

持
を
回
復
し
た
の
と
同
じ
地
位
を
得
る
こ
と
に
な
る
（
積
極
的
効
力
）
。
こ

の
効
力
に
よ
り
、
除
権
判
決
取
得
者
は
権
利
行
使
の
形
式
的
資
格
者
と
推

定
さ
れ
、
そ
れ
以
上
に
実
質
上
の
権
利
者
た
る
こ
と
の
証
明
を
要
し
な
い

で
権
利
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
澱
下
棚
執
融
囎
諸
渤
面
詰
嗣
欄
棚
灘
り
脚
欺
館
静
勘

順
調
避
難
攣
綜
避
難
轍
畿
決
」
）
。

　
白
地
手
形
は
未
完
成
証
券
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
示
催
告
手
続

な
ら
び
に
除
権
判
決
の
対
象
に
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
肯
定

す
る
の
が
通
説
・
判
例
で
あ
る
。
判
例
で
は
、
下
級
審
判
決
に
小
切
手
に

関
し
て
で
あ
る
が
、
小
切
手
用
紙
の
振
出
人
欄
に
捺
印
の
み
を
し
た
後
交

付
前
に
盗
取
さ
れ
た
者
に
公
示
催
告
の
申
立
を
許
し
た
も
の
も
あ
り
（
館
糊

鯛
賄
細
舵
曳
昂
㌫
醐
）
、
除
権
判
決
の
対
象
と
な
る
証
券
の
限
界
づ
け
を
証
券

（
紙
片
）
自
体
で
決
定
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
手
形
行
為
理
論
で
決
定
す
る

の
か
、
基
準
の
確
定
が
望
ま
れ
る
爺
吻
賄
敵
醐
乱
狸
謬
陥
霞
継
訓
映
ゆ
嗣
豫
阯
魑
聯
畷

㎜齢

ﾜ
馴
鉄
井
面
舗
匙
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
喪
失
し
た
白
地
手
形
に
公
示
催

告
に
も
と
つ
く
除
権
判
決
が
下
さ
れ
る
と
そ
の
消
極
的
効
力
か
ら
、
申
立

人
が
白
地
手
形
署
名
者
の
場
合
は
判
決
後
に
は
喪
失
白
地
手
形
の
善
意
取

得
者
に
よ
る
権
利
行
使
を
防
止
で
き
る
（
煉
顎
塙
剥
醜
語
拒
毒
焔
姻
粉
曜
杷
艶
三
弦
趨
ド
藷

落剥

?
構
臓
恥
）
。
こ
れ
に
反
し
、
白
地
手
形
の
取
得
者
の
場
合
に
は
、
除
権
判

決
の
取
得
に
よ
っ
て
積
極
的
効
力
を
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
き
学
説
が
対
立

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
白
地
手
形
は
流
通
に
関
し
て
の
み
慣
習
法
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
る
一
種
の
有
価
証
券
で
あ
っ
て
も
、
完
成
手
形
で
は
な
い

か
ら
、
権
利
行
使
の
段
階
で
は
、
欠
罪
す
る
手
形
要
件
を
未
完
成
証
券
た

る
白
地
手
形
上
に
補
充
完
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
伝
統
的
法
理

を
、
除
権
判
決
制
度
に
も
貫
く
か
に
争
い
の
基
点
が
あ
る
。
学
説
は
次
の

三
つ
に
区
別
で
き
る
。
ω
積
極
的
効
力
否
定
説
　
こ
れ
は
白
地
手
形
の
除

権
判
決
の
効
力
は
消
極
的
効
力
の
み
で
あ
り
、
完
成
手
形
の
よ
う
な
積
極

的
効
力
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
で
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
る
。

こ
の
立
場
か
ら
は
、
①
白
地
手
形
の
場
合
に
は
、
手
形
土
の
権
利
が
ま
だ

成
立
し
て
い
な
い
間
に
喪
失
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
除
権
判
決
を

得
て
も
、
手
形
要
件
の
補
充
し
た
が
っ
て
手
形
権
利
の
行
使
は
不
可
能
で

あ
り
（
又
又
珈
側
壁
幽
瑚
踊
山
形
）
、
　
②
白
地
補
充
権
は
手
形
に
関
す
る
権
利
と
は

い
え
て
も
、
　
「
証
書
に
因
り
義
務
を
負
担
す
る
」
手
形
義
務
者
に
対
す
る

「
証
券
に
因
る
権
利
」
す
な
わ
ち
「
手
形
上
の
権
利
」
に
は
属
し
な
い
し

（駄

D
可
聴
細
醸
酒
己
飾
醐
卦
炬
都
根
題
一
町
譜
醜
号
）
、
③
白
地
手
形
は
本
来
未
だ
手
形

で
は
な
く
、
流
通
面
に
お
い
て
手
形
に
準
ず
る
に
す
ぎ
ず
、
他
方
、
除
権

判
決
の
積
極
的
効
力
は
権
利
行
使
の
面
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
（
切
礪
恥
揃
踊

箭
鰭
註
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
勧
積
極
的
効
力
肯
定
説
白
地
手
形
を
喪
失
す

れ
ば
、
除
権
判
決
を
得
て
も
ま
っ
た
く
権
利
行
使
が
で
き
な
い
の
で
は
完

成
手
形
の
喪
失
の
場
合
に
比
べ
余
り
に
相
違
が
あ
り
、
と
く
に
喪
失
白
地

手
形
に
手
形
署
名
を
し
て
い
な
い
所
持
人
に
と
っ
て
は
積
極
的
効
力
の
な

い
除
権
判
決
を
得
る
利
益
が
乏
し
い
こ
と
を
理
由
に
、
白
地
手
形
の
除
権

判
決
に
積
極
的
効
力
を
認
め
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
除
権
判

決
に
も
と
づ
い
て
、
手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
白
地
補
充
権
の
行
使
を

認
め
る
方
法
爾
躰
蜘
講
調
甑
嫡
旧
｛
蓮
葉
薩
づ
～
項
即
糠
観
拠
酩
沽
纒
励
翻
糊
湘
鯉
論
急
心
聴
嶽
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杣
幽
界
酷
曜
蝸
望
潮
飾
潮
撫
監
塗
胱
判
調
禰
醜
㍉
導
電
尿
瓶
拠
柵
野
田
翻
倒
酷
酬
量
纏
詔
顎
パ
紙
幣
．
）
、

ま
た
は
、
白
地
手
形
の
再
発
行
請
求
権
を
認
め
る
方
法
繭
罫
活
劇
期
蜘
』
心
胆

号
九
一
一
頁
判
例
研
究
・
法
協
八
六
巻
七
号
一
四
七
頁
、
同
・
手
形
小
切
手
判
例
百
選
く
新
版
V
一
七
五
頁
、

柿
崎
・
最
判
昭
和
四
三
年
判
例
批
評
・
法
学
三
五
巻
一
号
＝
三
二
頁
、
中
田
・
名
古
屋
地
判
昭
和
四
六
・
一
〇

・
一
六
判
例
研
究
・
ジ
ユ
リ
ス
ト
五
五
七
号
一
一
六
百
、
近
藤
・
名
古
屋
地
判
昭
和
四
六
年
判
例
研
究
・
法
学

研
究
四
八
巻
一
〇
号
一
〇
三
頁
、
星
川
・
本
件
判
例
研
究
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
九
巻
九
号
八
O
頁
、
小
松
「
白

墨
購
諺
渤
習
習
無
騰
隔
舗
主
膳
押
目
縮
噌
聯
購
性
的
謙
鮒
醐
轡
一
通
四
〇
臣
順
即
な
お
、
）
、
こ
の
ほ
か
、

手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
白
地
補
充
と
再
発
行
請
求
の
い
ず
れ
で
も
認

め
る
方
法
菰
林
業
蒋
彫
職
卦
鼎
座
怯
葎
酔
咽
特
認
貼
叡
騨
御
混
咄
鮨
纏
彫
肋
般
咲
針
鵬
龍
輔
謙
猷
赫

鶴縦

｣
撚
高
）
、
等
に
よ
っ
て
白
地
手
形
喪
失
者
の
権
利
行
使
の
途
を
回
復
し

て
い
る
。
　
㈹
折
衷
説
　
手
形
要
件
を
　
一
律
に
権
利
行
使
の
要
件
と
解
せ

ず
、
手
形
権
利
の
内
容
の
確
定
に
関
係
す
る
要
件
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た

権
利
行
使
時
の
被
請
求
者
が
何
人
で
あ
る
か
の
甚
準
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
、
白
地
手
形
の
ま
ま
の
権
利
行
使
を
認
め
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
立

場
に
よ
る
と
、
右
の
基
準
か
ら
判
断
し
て
、
補
充
を
要
し
な
い
手
形
要
件

で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
白
地
手
形
を
喪
失
し
て
も
除
権
判
決
を

得
る
と
、
完
成
手
形
の
喪
失
者
が
除
権
判
決
を
得
た
場
合
と
同
様
に
、
手

形
上
の
権
利
行
使
が
認
め
ら
れ
る
霰
糧
価
噺
舶
勲
悸
彫
脱
熾
難
酷
学
野
立
化
現
儲
忙
鵬
罷
酬

い
叢
艀
本
色
詣
蜷
駐
。

　
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
学
説
の
う
ち
、
．
働
説
は
三
・
四
で
検
討
す
る
と
し

て
、
ω
説
・
㈹
説
に
つ
き
次
の
よ
う
な
難
点
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
ω
説
で
は
、
喪
失
白
地
手
形
の
除
権
判
決
取
得
者
は
手
形
上
の
権
利
行

使
が
で
き
な
い
こ
と
の
救
済
と
し
て
、
原
因
関
係
上
の
債
権
行
使
の
方
法

（倉

�
E
名
古
屋
一
二
昭
和
四
六
年
判
例
研
究
。
金
融
商
事
三
〇
七
号
五
頁
、
小
橋
・
前
掲
七
五
頁
註
（
2
2
）
）
ま
た
は
、
利
得
償
還
請
求
権
の
行

使
に
よ
る
方
法
（
矯
溝
鴨
鰐
繋
鷺
要
矯
葛
籠
無
精
ヅ
稽
蕉
犠
羅

爵鉦

W
κ
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
実
現
す
る
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
前
者

の
方
法
は
、
「
原
因
関
係
上
の
権
利
行
使
に
対
す
る
債
務
者
の
手
形
受
戻
の

抗
弁
に
対
し
て
も
、
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
を
も
っ
て
対
抗
し
う
る
」

と
解
し
（
槍
謙
掛
蹴
醐
配
頭
謝
阪
朋
欝
欝
醜
本
）
、
除
権
判
決
が
原
因
債
務
者
の
た
め
に

ま
で
免
責
力
を
生
ず
る
と
か
、
あ
る
い
は
喪
失
白
地
手
形
の
善
意
取
得
者

と
の
関
係
で
債
権
の
準
占
有
者
へ
の
弁
済
（
眠
厳
細
）
の
効
力
を
原
因
債
務
履

行
者
に
認
め
る
と
構
成
で
き
た
と
し
て
も
、
原
因
債
務
を
履
行
し
た
者
自

身
の
前
者
に
対
す
る
権
利
行
使
は
、
自
己
が
手
形
を
喪
失
し
た
の
で
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
因
関
係
上
の
債
権
行
使
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
不
利
益
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
後
者
の
方
法
で
は
、
白
地
手

形
に
つ
い
て
利
得
償
還
請
求
権
を
肯
定
す
る
と
し
て
も
、
債
務
者
に
利
得

が
存
在
す
る
証
明
の
た
め
に
は
善
意
取
得
者
の
不
存
在
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
の
点
で
手
形
喪
失
者
に
は
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
（
幟
町
疑
前
）
。
次
に
㈹
説
は
、
手
形
の
権
利
内
容
に
関
係
す
る
手
形

要
件
が
白
地
で
、
か
つ
支
払
担
当
者
に
権
利
行
使
を
す
る
場
合
に
は
、
理

論
上
解
決
す
べ
き
問
題
を
生
ず
る
た
め
（
沖
轡
パ
酬
掲
）
、
賛
成
し
難
い
。

　
三
　
再
発
行
請
求
権
　
　
手
形
に
つ
い
て
要
式
証
券
性
な
い
し
文
言
証

券
性
を
貫
く
と
す
れ
ば
、
喪
失
し
た
白
地
手
形
の
所
持
人
で
あ
っ
た
者
が

除
権
判
決
を
取
得
し
た
と
し
て
も
、
手
形
上
の
権
利
行
使
を
な
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
は
論
理
的
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
論
理
の
一
貫
性

を
保
持
し
つ
つ
白
地
手
形
喪
失
者
の
保
護
を
図
る
た
め
、
除
権
判
決
に
も

と
づ
き
手
形
債
務
者
に
対
し
喪
失
白
地
手
形
の
再
発
行
を
求
め
、
こ
れ
に

補
充
し
て
権
利
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
学
説
が
有
力
に
説
か
れ
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て
い
る
。

　
判
例
で
は
、
昭
和
四
三
年
最
高
裁
判
決
が
「
除
権
判
決
を
得
た
者
が
手

形
債
務
者
か
ら
手
形
の
再
発
行
を
得
て
白
地
を
補
充
し
た
う
え
請
求
す
る

の
で
あ
れ
ば
格
別
」
と
判
示
し
た
傍
論
部
分
を
継
承
し
て
か
、
下
級
審
判

例
に
も
、
手
形
関
係
を
も
支
配
す
る
信
義
則
に
基
づ
き
振
出
人
に
手
形
証

券
を
再
発
行
す
る
義
務
を
認
め
た
も
の
（
鵬
鮎
瑠
馳
翻
燗
傲
咽
砿
浄
一
〇
〇
「
二
子
下
）
と
、

そ
の
控
訴
審
で
法
律
上
明
文
が
な
く
と
も
必
要
性
さ
え
あ
れ
ば
新
証
券
の

再
交
付
請
求
権
を
認
め
る
も
の
（
酩
貼
鯉
塙
山
笠
湘
旧
時
研
｛
堅
「
獣
）
が
あ
っ
た
。
し

か
し
最
高
裁
は
本
件
判
決
で
、
手
形
債
務
者
に
対
し
喪
失
手
形
と
同
一
内

容
の
手
形
の
再
発
行
を
請
求
す
る
権
利
を
認
め
な
い
立
場
を
明
示
し
、
そ

の
後
、
前
記
名
古
屋
高
裁
判
決
に
対
す
る
上
告
事
件
に
お
い
て
も
、
再
発

行
請
求
権
を
盃
定
す
る
こ
と
を
判
示
し
て
お
り
（
雪
見
鯛
繍
二
一
恥
細
並
即
金
）
、
判

例
の
立
場
は
再
発
行
請
求
権
否
定
説
に
確
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
再
発
行
請
求
権
肯
定
説
を
採
る
学
説
は
そ
の
理
論
的
根
拠

を
、
①
除
権
判
決
だ
け
で
は
証
券
上
の
権
利
を
十
分
に
行
使
で
き
な
い
場

合
は
、
証
券
の
所
持
を
回
復
し
た
の
と
同
じ
地
位
を
具
体
化
す
る
も
の
と

し
て
、
除
権
判
決
の
効
果
と
し
て
の
新
証
書
の
交
付
請
求
権
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
交
付
請
求
権
に
つ
い
て
は
法
律
は
個
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
証
券
に
つ
き
確
認
的
に
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
一
般
的
な
適
用

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ

ヘ
　
　
　
へ

を
必
要
と
す
る
原
則
が
存
在
す
る
こ
と
（
前
田
・
前
掲
法
協
一
四
七
頁
、
同
旨
一
中
田
・
前
掲
一
一
六
頁
）
、
②
商
法

二
三
〇
条
二
項
は
有
価
証
券
喪
失
の
場
合
に
関
す
る
例
示
規
定
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

白
地
手
形
の
除
権
判
決
の
場
合
に
も
類
推
適
用
で
き
る
こ
と
愈
醒
か
贈
）
、
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

除
権
判
決
の
も
つ
資
格
回
復
の
一
般
的
効
果
の
内
容
と
し
て
、
証
券
上
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

権
利
者
が
当
然
に
有
し
て
い
る
権
利
を
前
提
と
し
て
の
再
発
行
請
求
の
資

へ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　
へ

格
を
回
復
す
る
こ
と
（
適
確
爵
前
）
、
を
あ
げ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
見
解
の
う

ち
、
①
は
除
権
判
決
の
積
極
的
効
力
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
必
要
性
の

判
断
に
基
づ
き
再
発
行
請
求
権
の
有
無
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は
法
的
論
証
を
離
れ
て
政
策
的
自
由
裁
量
に
頼
る
結
果
と
な
り
妥
当
と

は
い
え
な
い
（
縞
魑
”
輔
瀾
巌
頭
）
。
②
も
株
券
の
再
発
行
請
求
権
は
継
続
的
権

利
を
化
体
・
で
・
る
証
券
の
流
通
性
の
回
復
を
目
的
に
商
法
二
三
〇
条
が
認
め

て
い
る
の
で
あ
っ
て
爾
測
点
賄
価
躍
餅
肋
礪
欄
繍
融
蒲
阯
数
等
判
鰍
測
嘱
鰍
掛
胚
醍
）
、
有
価

証
券
と
し
て
の
性
質
を
異
に
す
る
手
形
証
券
に
同
条
を
類
推
適
用
す
る
の

は
無
理
と
考
え
る
。
③
に
つ
い
て
も
、
本
件
判
決
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

あ
た
か
も
喪
失
手
形
を
流
通
に
置
き
う
る
の
と
同
一
の
法
的
地
位
を
回
復

す
る
と
い
う
欠
点
を
生
じ
、
③
説
に
即
し
て
の
べ
る
と
、
除
権
判
決
前
に

喪
失
白
地
手
形
な
い
し
補
充
済
手
形
を
善
意
で
取
得
し
た
実
質
的
権
利
者

と
、
除
権
判
決
後
に
喪
失
白
地
手
形
上
の
地
位
が
再
発
行
証
券
に
表
彰
換

え
さ
れ
て
こ
れ
を
善
意
で
転
得
し
た
者
一
権
利
行
使
の
形
式
的
資
格
の

み
保
有
す
る
の
か
一
と
の
併
存
と
い
う
一
つ
の
問
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
r

る
（
翻
繰
鯉
瀦
鑛
甦
。

　
こ
の
よ
う
に
、
再
発
行
請
求
権
を
認
め
る
理
論
構
成
は
、
再
発
行
証
券

の
流
通
性
を
一
般
的
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
喪
失
証
券
を
め

ぐ
る
権
利
関
係
の
ほ
か
に
再
発
行
証
券
を
め
ぐ
る
権
利
関
係
の
問
題
が
加

わ
り
、
解
決
を
複
雑
な
も
の
に
す
る
。
ま
た
、
再
発
行
証
券
の
記
載
範
囲

な
ら
び
に
発
行
義
務
者
の
範
囲
の
点
に
つ
き
理
論
構
成
が
不
十
分
で
あ
り

叢
硲
酬
熱
）
、
こ
の
場
合
に
直
接
に
除
権
判
決
取
得
者
を
相
手
方
と
し
て

44　（2　・　135） 285



判例研究

白
地
手
形
を
再
発
行
す
る
と
、
そ
れ
は
手
形
の
設
権
証
券
性
か
ら
み
て
新

た
な
白
地
手
形
行
為
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
生
ず
る
（
醸
儲
劃

玉傷

ﾓ
（
肛
脇
）
。
　
こ
れ
ら
の
諸
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
件
判
決
が
従
来
か
ら

の
証
券
関
係
に
即
し
た
形
式
論
理
で
消
極
的
な
態
度
に
終
始
し
た
の
は
止

む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
四
　
手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
補
充
　
　
前
記
の
論
理
的
一
貫
性
を

白
地
手
形
の
喪
失
の
場
合
に
は
緩
和
し
、
完
成
手
形
の
喪
失
と
同
じ
く
白

地
手
形
喪
失
者
の
保
護
を
図
り
、
か
つ
ま
た
再
流
通
性
の
発
生
の
排
除
を

実
現
し
て
い
る
の
が
、
手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
補
充
に
基
づ
く
権
利

行
使
を
認
め
る
学
説
で
あ
る
。

　
最
高
裁
判
例
は
す
で
に
昭
和
四
三
年
判
決
以
来
、
喪
失
白
地
手
形
に
つ

い
て
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
白
地
手
形
自
体
が
復
活
す
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
、
除
権
判
決
を
得
た
所
持
人
が
手
形
外
で
白
地
を
補
充
す
る
旨

の
意
思
表
示
を
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
白
地
補
充
の
効
力
は
生
じ
な
い
と

の
立
場
を
採
り
（
里
中
詣
測
糀
乱
用
）
、
本
件
判
決
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
4

　
し
か
し
、
手
形
外
の
意
思
補
充
を
肯
定
す
る
学
説
に
は
根
強
い
主
張
が

み
ら
れ
、
そ
の
論
拠
を
①
除
権
判
決
自
体
の
機
能
に
求
め
る
見
解
、
②
そ

れ
と
は
異
な
り
実
体
法
上
の
地
位
、
す
な
わ
ち
究
極
的
に
は
白
地
手
形
行

為
理
論
に
求
め
る
見
解
が
あ
る
。
①
は
三
の
①
と
対
比
で
き
、
法
的
評
価

の
相
違
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
除
権
判
決
は
「
証
券
主

義
」
の
・
形
式
的
側
面
を
否
定
す
る
た
め
、
除
権
判
決
取
得
者
が
白
地
手
形

と
一
体
化
し
て
い
る
補
充
権
を
証
券
外
の
意
思
表
示
で
行
使
す
る
こ
と
1
7
侮

よ
り
、
権
利
行
使
が
で
き
る
（
峨
必
パ
醐
」
と
か
、
除
権
判
決
取
得
者
の
得
た

地
位
は
物
理
的
社
会
的
事
実
と
し
て
の
同
一
地
位
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
補
充
を
白
地
手
形
自
体
へ
の
補
充
と
同

一
視
す
る
法
的
評
価
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
手
形
外
の
意
思
表
示

に
よ
り
補
充
し
た
と
主
張
で
き
る
（
即
興
伽
騨
と
説
明
し
て
い
る
。
②
は
、

補
充
権
の
行
使
は
手
形
関
係
の
成
立
と
そ
の
内
容
を
確
定
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
特
定
さ
れ
た
手
形
行
為
の
効
果
が
手
形
行
為
者
に
帰
属
す
る
こ
と
で

あ
る
と
構
成
す
る
た
め
、
除
権
判
決
の
作
用
に
よ
り
、
補
充
権
は
補
充
に

よ
っ
て
成
立
す
る
手
形
関
係
と
一
体
の
ま
ま
証
券
か
ら
分
離
し
、
　
「
証
券

に
因
れ
る
権
利
」
　
と
し
て
証
券
外
で
の
証
券
上
の
地
位
の
実
現
が
可
能

（醸

ｭ
馴
”
粕
馳
構
彫
糀
鍵
巧
五
〇
凱
㎜
｝
切
墜
と
す
る
。

　
①
お
よ
び
②
と
も
、
簡
易
な
理
論
構
成
で
、
白
地
手
形
を
喪
失
し
た
所

持
人
の
権
利
行
使
実
現
の
方
法
を
開
い
た
点
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、

手
形
債
務
者
側
の
保
護
す
な
わ
ち
免
責
（
二
四
〇
・
七
七
条
1
③
）
に
つ
い
て
の
論
証
が
充

分
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
手
形
外
の
意
思
補
充
説
の
論

理
を
進
め
る
と
証
券
関
係
で
あ
る
受
戻
証
券
性
は
不
要
と
な
る
が
、
そ
う

す
る
と
手
形
債
務
者
の
履
行
は
証
券
の
現
存
（
呈
示
）
を
前
提
に
す
る
手

形
法
上
の
免
責
問
題
で
は
な
く
な
る
醇
細
）
。
こ
れ
に
つ
き
、
除
権
判
決
書

に
補
充
の
意
思
表
示
を
明
記
し
た
書
面
を
添
付
し
て
支
払
請
求
す
る
方
法

（㎜

v
臥
聴
爵
彫
…
切
片
雛
離
輪
転
吐
奪
が
あ
る
が
、
　
こ
の
場
合
の
書
面
は
受
領
書

と
同
じ
く
証
拠
証
券
に
す
ぎ
ず
、
一
般
的
に
除
権
判
決
自
体
に
手
形
法
上

の
免
責
力
が
あ
る
と
す
る
通
説
的
立
場
編
出
憲
餅
卸
淋
噸
糊
継
撒
斌
A
麗
轍
霊
界
肥

嘱礪

y曜

梼]

ﾞ緬

戟j

�
O
提
に
す
る
な
ら
、
右
の
よ
う
な
書
面
の
交
付
は
絶

対
的
に
必
要
な
も
の
で
な
い
（
二
物
鯨
髄
和
険
脚
報
齢
…
ひ
風
調
曙
片
掛
姻
領
鑑
齢
膣
喉
琳
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羅
詳
説
順
繋
経
従
。
灘
雛
潔
撫
臆
想
賜
裸
益
益
書
論
か
）
。

　
こ
の
ほ
か
手
形
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
白
地
補
充
が
、
手
形
要
件
の
厳

格
性
を
緩
和
す
る
方
向
で
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
手

形
要
件
を
手
形
の
権
利
内
容
の
確
定
に
関
係
が
あ
る
か
否
か
で
区
別
し
、

無
関
係
な
手
形
要
件
は
、
未
補
充
の
ま
ま
手
形
上
の
権
利
行
使
を
認
め
る

禽
林
炬
揃
醐
）
。
確
定
日
払
手
形
の
振
出
日
あ
る
い
は
手
形
の
受
取
人
の
記
載

が
こ
れ
に
当
た
り
、
本
件
事
案
も
前
者
の
例
で
あ
っ
た
が
、
判
決
は
厳
格

に
解
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
手
形
義
務
者
は
信
義
則
な
い
し
は
抗

弁
権
の
濫
用
か
ら
白
地
未
補
充
の
抗
弁
の
主
張
が
許
さ
れ
な
い
（
輔
耀
恥
前
）

と
解
し
て
も
、
喪
失
者
の
救
済
は
限
定
さ
れ
る
。

　
五
　
こ
れ
ま
で
の
こ
と
か
ら
、
白
地
手
形
を
喪
失
し
た
所
持
人
に
除
権

判
決
の
取
得
に
よ
っ
て
、
証
券
の
所
持
を
伴
わ
ず
し
て
、
白
地
手
形
上
の

権
利
行
使
の
方
法
を
回
復
せ
し
め
、
し
か
も
そ
の
方
法
が
手
形
債
務
者
1
7
一

対
す
る
権
利
行
使
に
の
み
限
定
さ
れ
、
同
時
に
手
形
債
務
者
に
免
責
力
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
理
論
構
成
が
、
証
券
関
係
に
即
し
つ
つ
手
形
法
の
枠

内
で
実
現
で
き
な
い
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
見
で
は
、
謄
本
制
度
（
手
六
七
・
六
八
・
七
七
条
1
⑥
）
の
準
用
を
考
え
て
み
た
い
。
謄
本

は
手
形
自
体
で
は
な
い
が
、
手
形
所
持
人
が
任
意
に
作
成
で
き
、
そ
の
記

載
事
項
は
原
手
形
に
掲
げ
た
一
切
の
事
項
を
再
記
す
る
こ
と
を
要
し
、
こ

れ
以
外
の
新
事
項
を
記
載
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
明
示
す
る
た
め
原
手

形
の
脳
弓
の
末
尾
を
示
す
境
界
文
句
を
記
載
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
除
権

判
決
取
得
者
は
回
復
し
た
所
持
入
た
る
地
位
に
基
づ
き
、
謄
本
制
度
を
利

用
し
て
、
公
示
催
告
な
い
し
除
権
判
決
の
前
提
要
件
で
あ
っ
た
疎
明
の
事

実
内
容
を
含
む
喪
失
当
時
の
白
地
手
形
記
載
内
容
を
可
能
な
か
ぎ
り
再
記

し
、
　
か
つ
手
形
外
の
意
思
表
示
で
あ
る
白
地
補
充
の
内
容
を
境
界
文
句

（撒

齒
b
献
輸
硝
骸
姻
撮
）
で
区
別
記
載
す
る
。
な
お
、
除
権
判
決
に
よ
っ
て
無
効

と
さ
れ
た
喪
失
白
地
手
形
の
保
持
者
は
不
明
で
あ
る
か
ら
、
原
本
の
所
在

先
の
記
載
は
で
き
な
い
が
．
、
　
謄
本
の
有
効
性
に
は
影
響
は
な
い
。
　
そ
し

て
、
手
形
債
務
者
に
対
す
る
権
利
行
使
に
は
、
謄
本
だ
け
で
は
足
り
な
い

が
、
除
権
判
決
書
が
証
券
の
所
持
を
物
理
的
に
表
彰
す
る
た
め
、
こ
れ
を

添
付
し
て
手
形
上
の
権
利
行
使
を
実
現
す
る
。
こ
の
際
に
手
形
債
務
者
か

ら
の
受
取
の
記
載
請
求
（
呼
慨
勉
條
飢
．
）
は
こ
の
謄
本
上
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
手
形
債
務
者
が
満
期
に
お
い
て
支
払
に
あ
た
っ
て
な
す
べ
き

調
査
義
務
の
事
項
は
、
所
持
人
の
形
式
的
資
格
で
あ
る
が
、
右
の
場
合
に

は
権
利
行
使
者
は
疎
明
に
よ
っ
て
得
た
形
式
的
資
格
で
あ
る
か
ら
、
手
形

債
務
者
の
調
査
義
務
も
こ
れ
に
対
応
し
て
謄
本
の
記
載
の
外
観
で
充
分
で

あ
る
。
こ
の
謄
本
上
に
は
手
形
債
務
者
の
署
名
は
一
つ
も
現
出
さ
れ
て
い

一
な
い
た
め
、
こ
れ
を
除
い
た
事
項
、
す
な
わ
ち
他
の
手
形
要
件
お
よ
び
流

通
経
路
の
記
載
事
実
に
限
ら
れ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
為
替
手
形
お
よ
び
小
切
手
に
は
複
本
制
度
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
（
拝
取
咽
目
蹴
赫
鱗
、
）
、
複
本
は
所
持
人
が
勝
手
に
手
作
で
き
ず
、
ま
た

発
行
時
に
複
本
文
句
の
記
載
を
要
す
る
の
で
、
証
券
喪
失
後
に
こ
れ
を
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
右
の
よ
う
な
構
成
に
よ
れ
ば
、
謄
本
制
度
を
準
用
し
て
手
形
が
設
権
証

券
か
つ
受
戻
証
券
で
あ
る
こ
と
の
性
質
を
引
き
継
ぎ
、
証
券
関
係
に
即
し

つ
つ
、
他
方
手
形
債
務
者
に
手
形
法
上
の
善
意
支
払
の
免
責
力
を
認
め
ら
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れ
よ
う
。

究研
い
な
い
。

糊

た
だ
し
、
私
見
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
で
の
賛
意
は
得
ら
れ
て

（
用
稲
孝
道
）

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
が
な
し
た
金
銭
の
借

入
れ
に
つ
き
、
会
社
が
借
主
で
あ
る
と
し
た
判

断
に
違
法
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

　
最
高
裁
昭
和
五
｝
年
＝
月
二
六
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
椚
胸
旭
脇
飴
鉱
徹
肥

牌）

ｻ
例
時
報
八
三
九
号
一
一
一
頁

〔
事
実
〕
Y
会
社
（
被
告
、
被
控
訴
人
、
上
告
人
）
の
代
表
取
締
役
で
あ

っ
た
訴
外
A
は
、
私
的
な
旧
知
で
あ
る
X
（
原
告
、
控
訴
人
、
被
上
告

人
）
に
対
し
、
「
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
設
置
の
構
想
を
も
っ
て
い
る
が
、

反
対
す
る
役
員
も
あ
る
の
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
サ
ー
チ
、
目
的
店
舗
の

調
査
、
下
交
渉
等
の
事
前
工
作
の
た
め
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
」
　
旨
を

述
べ
て
、
　
そ
の
資
金
の
調
達
を
．
要
請
し
、
　
X
か
ら
そ
の
自
宅
に
お
い
て

二
回
に
わ
た
り
合
計
六
〇
〇
万
円
を
借
り
受
け
た
。
こ
の
借
入
れ
に
際
し

て
、
A
は
、
担
保
の
趣
旨
で
右
金
額
に
相
応
す
る
A
個
人
の
約
束
手
形
を

X
あ
て
に
振
り
出
し
交
付
し
、
さ
ら
に
、
Y
会
社
代
表
取
締
役
の
肩
書
を

表
示
し
た
自
己
の
名
刺
に
金
員
借
用
の
旨
を
記
載
し
こ
れ
を
借
用
書
と
し

て
X
に
交
付
し
た
。
本
件
は
、
X
が
Y
会
社
に
対
し
右
貸
金
の
返
還
を
求

め
た
の
に
対
し
、
Y
会
社
は
右
貸
金
は
A
個
人
の
借
入
金
で
あ
る
か
ら
責

任
は
な
い
と
し
て
争
っ
た
事
例
で
あ
る
。
第
一
審
（
棘
鯨
）
は
、
本
件
金
銭
借

入
行
為
は
A
の
個
人
的
借
入
れ
で
あ
る
と
認
定
し
、
X
の
請
求
を
棄
却
し

だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
審
（
蘇
謙
）
で
は
、
仮
に
、
Y
会
社
の
本
件
借
入
行

為
が
、
A
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
Y
会
社
の
代
表
行
為
と
し
て
有
効
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
A
が
自
己
の
利
益
の
た
め
に
し
た
代
表
権
濫
用
の
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行
為
で
あ
り
、
X
に
も
、
Y
会
社
の
行
為
で
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い

て
重
大
な
過
失
が
あ
る
か
ら
、
Y
会
社
に
は
そ
の
効
力
が
及
ば
な
い
旨
の

Y
会
社
の
主
張
に
対
し
て
、
　
「
本
件
金
銭
貸
借
当
時
A
は
Y
会
社
代
表
取

締
役
社
長
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
貸
主
で
あ
る
X
は
知
っ
て
お
り
、
A

は
本
件
借
入
れ
に
当
り
右
代
表
資
格
を
明
示
し
た
借
用
証
を
差
入
れ
て
お

り
、
か
つ
、
金
銭
貸
借
が
Y
会
社
の
営
業
に
関
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
X
と
右
A
と
の
間
に
別
段
の
意
思
表
示
が
な
い
か

ぎ
り
、
　
Y
会
社
が
本
件
金
銭
貸
借
の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
」
と
し
、
ま
た
、
Y
主
張
の
X
に
過
失
が
あ
る
と
す
る
間
接
事
実
に
つ

い
て
も
、
単
に
「
未
だ
X
と
A
と
の
聞
に
本
件
金
銭
貸
借
の
当
事
者
が
A

個
人
で
あ
る
と
す
る
旨
の
別
段
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
認
す
る

に
足
り
な
い
。
従
っ
て
X
は
本
件
金
員
を
Y
会
社
に
貸
付
け
た
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
」
　
と
し
て
X
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Y

会
社
が
上
告
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

〔
判
旨
〕
破
棄
差
戻
「
右
事
実
に
よ
れ
ば
、
A
の
し
た
本
件
借
入
れ
は
、

外
形
上
、
Y
会
社
の
職
務
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
が
表
面
上
会
社
の
代
表
者
と
し
て
法
律
行
為
を

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
代
表
取
締
役
個
人
の
利
益
を
は
か
る
た
め
、
そ

の
権
限
を
濫
用
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
相
手
方
が
右
代
表
取

締
役
の
真
意
を
知
り
ま
た
は
知
り
．
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
は
、
右
法
律
行

為
は
会
社
に
つ
き
効
力
を
生
じ
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の

判
例
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
報
鳩
脚
珊
脚
鑑
畷
聯
㌫
鰍
糊
遡
肥
鋤
蝋
腸
甑
肥
恥

軌
聖
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
、
Y
は
、
本
件
借
り
入
れ
ば
A

が
自
己
の
利
益
の
た
め
そ
の
権
限
を
濫
用
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え
、
同
人
の
行
為
が
外
形
上
Y
会
社
の
職
務
に
つ
き
さ
れ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
、
か
つ
、
X
が
そ
う
信
じ
た
と
し
て
も
、
X
に
は
そ
の
よ
う
に

信
じ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
あ
り
、
Y
会
社
に
は
そ
の
効
力
が
及
ば
な
い

旨
の
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
原
審
は
、

Y
の
右
主
張
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
、
A
と
X
と
の
間
に

本
件
金
銭
貸
借
の
当
事
者
が
A
個
人
で
あ
る
と
す
る
意
思
表
示
が
あ
っ
た

と
認
め
る
に
足
り
な
い
と
の
理
由
で
、
X
が
本
件
金
員
を
Y
会
社
に
貸
し

付
け
た
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
が
、
原
審
認
定
の
前
記
諸
事
実
、
こ

と
に
、
A
は
X
に
対
し
本
件
借
り
入
れ
の
必
要
な
理
由
と
し
て
レ
ス
ト
ラ

ン
チ
ェ
ー
ン
設
置
構
想
に
つ
き
Y
会
社
の
一
部
の
役
員
の
反
対
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
こ
と
、
本
件
借
り
入
れ
に
つ
き
、
Y
会
社
の
形
式
の
と
と
の

っ
た
借
用
書
が
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
担
保
と
し
て
A
個
人
の
手
形
が
振

り
出
し
交
付
さ
れ
た
こ
と
、
本
件
金
員
は
Y
会
社
の
正
規
の
金
銭
出
納
の

経
路
も
経
由
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
借

り
入
れ
が
A
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
（
，
’
、

X
に
お
い
て
も
当
然
こ
れ
を
知
り
え
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ

き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
判
断
を
遺
脱
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ひ
い
て
審
理
不
尽
、
理
由
不
備
の
違
法
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
」
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〔
研
究
〕

　
一
　
本
件
は
、
X
・
A
間
の
金
銭
借
入
底
冷
が
外
形
上
Y
会
社
の
職
務

に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
．
、
い
わ
ゆ
る
会
社
の
代
表
取
締
役
に

よ
る
代
表
権
濫
用
行
為
の
事
例
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
代
表
権
濫
用
行
為
と
は
、
会
社
の
代
表
．
取
締
役
が
そ
の
代
表
権
を

有
す
る
事
項
に
つ
き
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
（
会
社
外
の
利
益
）

の
た
め
に
そ
の
権
限
を
行
使
し
て
代
表
行
為
を
な
し
、
そ
の
結
果
会
社
に

損
害
を
与
え
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
効
果
に
つ

い
て
い
か
に
考
慮
す
る
か
が
本
件
の
問
題
点
で
あ
る
。

　
あ
る
行
為
が
代
表
権
の
範
囲
に
属
す
る
か
否
か
は
、
行
為
者
の
主
観
的

意
思
内
容
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
行
為
自
体
の
抽
象
的
性

質
に
よ
り
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
客
観
的
に
代
表
権

の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
以
上
、
主
観
的
に
会
社
外
の
利
益
が
は
か
ら
れ

よ
う
と
、
あ
る
い
は
行
為
者
に
背
任
的
意
思
が
存
在
し
よ
う
と
、
原
則
と

し
て
そ
の
行
為
は
会
社
の
代
表
行
為
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
蘇
鮒
画
工
立
論
団
結
っ
嘱
賭
恥
一
一
一
獺
旧
事
髄
順

価レ

禔
j
、
し
た
が
っ
て
、
権
限
濫
用
行
為
の
相
手
方
が
、
そ
の
行
為
を
な
し

た
代
表
取
締
役
の
真
意
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
場
合
に
保
護
さ
る
べ
き
は

当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
取
締
役
の
背
任
的
意
思
に
つ
い
て
相
手
方
が

悪
意
の
場
A
只
あ
る
い
は
過
失
の
あ
る
場
合
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
判
例
・

学
説
に
お
い
て
そ
の
見
解
が
分
か
れ
万
国
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
二
　
判
例
の
見
解
は
、
従
来
、
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
が
（
麟

躍
蹴
翻
敵
醐
㎝
汕
即
⊃
醜
胎
欄
翻
瀦
）
、
最
高
裁
昭
和
三
八
年
九
月
五
口
判
決
以
降
は
、

終
始
、
心
裡
留
保
に
関
す
る
民
法
九
三
条
但
書
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
決
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
昭
和
三
八
年
判
決
は
、
辞
任
し
た
代
表
取
締
役
が
登
記
簿
上
代
・

表
権
限
が
あ
る
の
を
幸
い
、
自
己
の
利
益
の
た
め
に
会
社
の
建
物
を
売
却

し
た
事
案
に
お
い
て
、
　
「
代
表
取
締
役
が
、
自
己
の
利
益
の
た
め
、
表
面

上
会
社
の
代
表
者
と
し
て
法
律
行
為
を
な
し
た
場
合
に
、
相
手
方
が
そ
の

代
表
取
締
役
の
真
意
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
法
律
行
為
は
効
力
を
生
じ
な
い
」
と
し
て
民
法
九
三
条
但
書
の

魂
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
忙
し
て
い
る
醸
賑
爵
幌
碧
山
っ
灘
脳
屑
』

謄
醜
罐
三
）
。

　
こ
の
見
解
は
、
　
同
種
の
事
例
に
つ
い
て
そ
の
後
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り

（
舖
羅
墾
鍔
電
通
遷
一
票
髭
顯
弱
藁
囲
曳
亀
課
潮
岬
）
、
本
判
決
も

こ
の
見
解
に
従
う
こ
と
を
前
提
と
し
、
原
審
に
お
い
て
相
手
方
の
過
失
の

有
無
に
つ
い
て
の
判
断
を
な
さ
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
　
判
例
の
見
解
は
、
　
権
限
濫
用
の
事
例
に
つ
い
て
民
法
九
三

条
但
書
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
定
着
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
な
お
、
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。

　
の
　
心
裡
留
保
説
　
　
こ
の
見
解
は
、
判
例
理
論
を
支
持
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
権
限
濫
用
行
為
に
お
い
て
は
、
本
人
の
た
め
に
す
る
旨
の
表
示

と
、
自
己
の
た
め
に
す
る
と
い
う
真
意
の
不
一
致
が
あ
る
の
で
心
裡
留
保

と
類
似
し
た
関
係
が
成
立
す
る
と
考
え
、
相
手
方
が
そ
の
真
意
に
つ
い
て

知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
に
は
、
民
法
九
三
条
但
書
の
規
定
を

類
推
し
て
そ
の
行
為
の
効
力
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
で
あ
る
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（蹴

?
舗
嗣
子
防
湿
測
一
一
」
慨
頗
概
興
舗
眠
漱
鮮
『
℃
蜘
鍍
降
に
頴
、
）
．
、
こ
の
説
に
対
し
て

は
、
心
裡
留
保
は
表
示
上
の
効
果
意
思
と
内
心
的
効
果
意
思
と
が
一
致
し

な
い
場
合
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
　
権
限
濫
用
の
場
合
、

は
、
行
為
者
に
お
い
て
、
．
単
に
そ
の
経
済
的
利
益
を
自
己
に
帰
属
せ
し
め

よ
う
と
す
る
内
心
的
意
図
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
行
為
の
法
律
的
効
果
に
つ

い
て
は
、
表
示
と
真
意
（
代
理
真
意
）
と
が
一
致
す
る
の
で
、
そ
の
行
為

が
心
裡
留
保
に
な
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
爺
蘇
栖
翻
欄
躯
姻
飢
頬
ポ
聯
淋
臥
雛

憶
一
泊
離
州
噺
幟
赫
W
御
棚
硫
噸
配
驚
耕
豹
鍛
掲
）
と
し
て
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
も
、
権
限
濫
用
行
為
が
心
裡
留
保
で
あ
る
と
解

す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
が
そ
の
真
意
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
と

き
は
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
一
般
理
論
を
民
法
九
三
条
但
書
に
「
仮
託
」

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
（
忍
辱
・
前
掲
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
口
権
利
濫
用
説
　
　
こ
の
見
解
は
主
と
し
て
商
法
学
者
に
お
い
て
多

く
主
張
さ
れ
る
も
の
で
、
権
限
濫
用
行
為
は
、
た
と
え
相
手
方
が
そ
の
真

意
に
つ
き
悪
意
で
あ
っ
て
も
、
代
表
行
為
自
体
は
会
社
の
行
為
と
し
て
有

効
で
あ
る
が
、
悪
意
の
相
手
方
が
こ
れ
に
よ
っ
て
取
得
し
た
権
利
を
会
社

に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
信
義
則
に
反
し
、
ま
た
は
権
利
濫
用
と
し
て

許
さ
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
肋
畑
節
甑
高
士
蜷
｝
塑
姻
正
和
卵
嫉
訪
ひ
眠
繭
珈
贈
酢

・
株
式
会
社
法
講
座
皿
一
一
一
一
頁
、
　
境
・
商
法
演
習
皿
一
〇
八
頁
、
　
亀
井
・
末
川
古
稀
紀
念
・
権
利
の
濫

用
（
中
）
一
八
五
頁
、
山
口
・
注
釈
会
社
法
ω
三
七
六
頁
、
大
隅
・
手
形
法
小
切
手
法
講
座
一
二
〇
四
頁
、
蓮

細
書
例
堺
備
亀
。
こ
の
説
と
、
心
裡
留
保
説
と
の
実
際
上
の
差
異
は
、
後
者

が
、
権
限
濫
用
行
為
の
相
手
方
が
代
表
者
の
真
意
に
つ
い
て
過
失
に
よ
っ

て
知
ら
な
か
っ
た
場
合
も
そ
の
保
護
が
拒
否
さ
れ
る
の
に
対
し
、
前
者
の

見
解
で
は
、
悪
意
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
重
過
失
あ
る
相
手
方

の
権
利
主
張
を
排
斥
す
る
の
み
で
、
軽
過
失
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
保
護
さ

れ
る
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
の
説
に
対
す
る
批
判

と
し
て
、
過
失
あ
る
相
手
方
ま
で
保
護
す
る
必
要
は
な
い
（
巧
説
き
賄
掲
）
と
す

る
も
の
や
、
こ
の
説
を
、
民
事
の
任
意
代
理
に
対
し
て
適
用
す
る
場
合
、

民
事
上
の
善
意
者
保
護
の
一
般
原
則
と
の
均
衡
性
が
問
題
と
な
る
（
黙
蘇
跳
鰯

尽忠

X
驕
ゼ
眠
鏑
肇
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
ヨ
村
祁
白
凶
弾
党
　
　
こ
D
毛
帰
ま
、
維
艮
折
丁
了
為
レ
鳥
隻
裟
こ

　
一
　
　
　
i
ユ
ー
「
【
∠
ー
ー
｝
三
F
　
　
　
　
　
（
　
（
ー
ノ
二
戸
．
‘
　
　
ま
↑
ド
岩
F
ズ
／
イ
ユ
よ
7
（
乙
－
三
4
－
干
ζ

加
え
た
内
部
的
制
限
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
商
法
七
八
条
二
項
、
二
六

一
条
三
項
等
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
民
法
五
四
条
に
よ
り
、
権
限
濫
用
行

為
は
権
限
鍮
越
の
行
為
で
あ
り
、
相
手
方
が
悪
意
の
場
合
に
は
そ
の
行
為

の
効
力
を
否
定
し
う
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
臓
諏
魚
田
配
⑳
巽
一
世
顛
、
）
。
し

か
し
、
権
限
濫
用
行
為
は
、
客
観
的
に
は
代
表
権
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ

り
、
単
に
行
為
者
の
内
心
に
お
い
て
自
己
に
経
済
的
利
益
を
帰
属
せ
し
め

よ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
を
内
部
的
制
限
違

反
の
行
為
と
解
す
る
こ
と
は
正
当
で
な
い
釦
柾
炬
爾
掲
）
。
そ
う
で
あ
っ
て
み

れ
ば
、
　
こ
の
説
も
、
　
権
限
濫
用
行
為
を
権
限
鍮
越
と
解
す
る
の
で
は
な

く
、
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
．
り
う
べ
き
と
き
は
、
．
そ
の
者
に
対
し
て
権

利
行
使
を
拒
み
う
る
と
す
る
一
般
理
論
を
民
法
五
四
条
に
仮
託
し
た
に
す

ぎ
な
い
も
の
と
い
え
る
（
葬
舖
例
瑠
欄
弾
）
。

　
四
　
代
理
権
濫
用
説
　
「
こ
の
見
解
は
、
権
限
濫
用
行
為
の
事
例
に
つ

い
て
は
代
理
理
論
の
領
域
内
で
そ
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

代
理
権
の
濫
用
の
場
合
に
は
、
相
手
方
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
も
し
く

は
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
い
と
き
は
、
代
理
行
為
の
独
自
性
と
無
因
性
は
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そ
の
限
定
を
う
け
、
そ
の
濫
用
で
あ
る
範
囲
に
お
い
て
は
無
権
代
理
と
い

う
べ
く
、
し
た
が
っ
て
相
手
方
は
表
見
代
理
で
保
護
さ
れ
る
余
地
が
あ
る

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
説
で
あ
る
条
琶
恥
前
受
餓
弦
鮒
に
粉
順
昏
眠
構
紛
酬
判
翫
瀦
一
帯
捌

陥
配
）
。
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
相
手
方
の
知
・
不
知
に
よ
っ
て
代
理
権
限

の
籟
囲
が
左
右
さ
れ
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
問
題
が
あ
り
（
噸
気
管
掲
）
、
さ

ら
に
、
善
意
転
得
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
表
見
代
理
の
成
否
は
直
接
の

相
手
方
と
の
間
に
お
い
て
の
み
決
ま
る
と
い
う
従
来
の
解
釈
を
前
提
と
す

る
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
の
保
護
を
な
し
え
ず
、
妥
当
性
を

欠
い
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
る
（
幣
擁
．
）
。

　
こ
れ
ら
の
学
説
の
他
に
も
、
こ
の
間
題
の
解
決
を
そ
れ
自
体
に
つ
き
会

社
と
相
手
方
と
の
利
益
衡
量
に
よ
る
も
の
と
し
、
本
来
、
代
表
権
の
行
使

は
会
社
の
た
め
に
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
代
表
者
の
個
人
的
利

益
の
た
め
に
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は
当
然
無
効
た
る
べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
善
意
の
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
与
え
．
取
引
の

安
全
を
害
す
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
は
そ
の
行
為
の
無
効
を
主
張
し
え

な
い
が
、
悪
意
の
相
手
方
に
対
し
て
は
、
本
来
の
姿
に
返
っ
て
無
効
と
し

て
も
何
ら
さ
し
つ
か
え
な
い
鯨
諮
涌
醐
）
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
三
　
以
上
の
よ
う
に
、
代
表
権
濫
用
の
事
例
に
お
い
て
相
手
方
が
そ
の

行
為
者
の
背
任
的
意
図
に
つ
い
て
悪
意
の
場
合
は
、
会
社
に
対
し
て
そ
の

行
為
の
効
力
が
生
じ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
ど
の
説
に
よ
っ
て
も
そ
の
結

論
に
差
異
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
保
護
に
値
す
る
も
の
は
、
そ
の
行
為

が
会
社
外
の
利
益
を
は
か
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
相
手
方
で
は
な
く
し
て
、
権
限
濫
用
行
為
に
よ
り
損
害
を
受
け
よ

う
と
す
る
会
社
側
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論
は

な
い
が
、
権
限
濫
用
の
相
手
方
が
善
意
に
つ
い
て
過
失
の
あ
る
場
含
の
効

果
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
同
一
の
結
論
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
い
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
心
裡
留
保
説
と
権
利
濫
用
説
と
の
実
際
上
の
差
異
は

ま
さ
に
こ
の
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
裡
留
保
説
に
よ

れ
ば
、
相
手
方
が
代
表
権
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
を
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
行
為
の
効
力
は

生
じ
な
い
も
の
と
な
り
会
社
側
が
保
護
さ
れ
る
の
に
対
し
、
権
利
濫
用
説

で
は
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
会
社
に
対
し
そ
の
効
力
を
生
じ
る

も
の
と
し
、
相
手
方
の
保
護
が
強
く
は
か
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
飼
調
輔
鞠

鎌
㍑
齢
鮒
秘
書
隅
）
。
こ
こ
で
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に
い

う
「
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
」
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
重
過
失
の
意
味
に
解
し
て
よ
い
の
か
、
あ
る

い
は
通
説
汐
見
．
解
に
従
っ
て
軽
過
失
を
も
含
む
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
相
手
方
に
お
い
て
は
進
ん
で
代
表
機

関
が
私
利
を
は
か
る
た
め
に
代
表
行
為
を
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
ま

で
調
査
す
る
必
要
は
な
い
が
、
特
に
何
も
し
な
く
て
も
代
表
機
関
の
私
利

を
は
か
ろ
う
と
の
真
意
が
通
常
人
な
ら
当
然
わ
か
る
よ
う
な
場
合
（
齪
珊
皿
講

頁
）
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
は
む
し
ろ
重
過
失
に
あ
た
る
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
権
利
濫
用
説
と
同
一
の

結
論
（
犠
胴
秩
知
醐
給
禰
醐
）
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
あ
え
て
心
裡
留
保
説
を
非
難
す
る
理
由
は
見
当
た

ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
昭
四
四
・
一
一
・
｝
四
判
決
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に
お
い
て
、
そ
の
原
審
が
、
相
手
方
の
過
失
を
認
め
な
が
ら
も
そ
れ
は
故

意
に
も
比
す
べ
き
重
大
な
過
失
と
は
い
え
ず
軽
過
失
に
す
ぎ
な
い
か
ら
本

人
は
そ
の
効
力
を
否
定
し
え
な
い
、
と
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
見

解
は
当
裁
判
所
の
採
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
翁
昏
揃
樋
藁
蘇
昏
齪
隔
六
）
と
簡
単

に
排
斥
し
て
し
ま
っ
た
の
を
み
る
と
、
「
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
」
を
こ

の
よ
う
な
重
過
失
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
は
無
理
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
　
少
な
く
と
も
判
例
の
見
解
（
心
裡
留
保
説
）
で

は
、
　
「
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
」
に
は
軽
過
失
に
す
ぎ
な
い
場
合
ま
で
も

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
、
別
に
取
引

，
安
全
の
保
護
の
要
請
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
軽
過

失
の
場
合
も
そ
の
保
護
に
値
し
な
い
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
相
手
方
は
表

面
に
あ
ら
わ
れ
な
い
内
幕
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
さ
ぐ
る
べ
く
常
に
積
極

的
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
噸
コ
⊃
揃
醐
）
。
ま
た
、
こ
れ
を
代
表

権
濫
用
の
事
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
相
手
方
と
し
て
は
、
当
該
行

為
者
が
正
規
の
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
外
形
上
は
そ

の
代
表
権
の
範
囲
内
で
行
為
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、

そ
の
代
表
取
締
役
が
は
た
し
て
会
社
の
た
め
に
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い

は
個
入
的
利
益
を
は
か
る
た
め
に
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
ま
で
調
査

を
す
る
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
通
常
の
取
引
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
．
要
求
を
す
る
の
は
酷
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
相
手
方
は
、
右
代
表
取
締
役
の
真
意
に
つ
き
、
こ
れ
を
知
ら

ず
当
該
行
為
が
有
効
な
代
表
行
為
で
あ
る
と
信
じ
た
な
ら
ば
、
そ
の
信
頼

を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
通
常
人
な
ら
、
当
然
相
手
方
の
真
意
を
知
り
う
る
よ
う
な
場
合
は
、
悪

意
に
準
ず
べ
き
重
大
な
過
失
と
し
て
そ
の
保
護
を
は
か
る
必
要
は
な
い

が
、
そ
れ
以
外
の
軽
過
失
に
す
ぎ
な
い
場
合
ま
で
も
保
護
す
べ
き
で
な
い

と
す
る
と
、
　
相
手
方
に
過
度
の
注
意
義
務
を
課
す
こ
と
に
な
る
ば
か
り
．

で
な
く
、
不
当
に
会
社
側
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
り
取
引
の
安
全
及
び
迅

速
性
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
見

解
は
そ
の
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
案
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
原
審
に
お

い
て
、
　
相
手
方
た
る
X
が
A
の
背
任
的
意
図
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
の

か
、
あ
る
い
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
過
失
に

基
づ
く
も
の
な
の
か
等
に
関
し
て
何
ら
の
判
断
も
下
さ
れ
て
い
な
い
以

上
、
こ
れ
を
判
断
す
べ
く
原
・
審
に
差
戻
し
た
判
旨
の
結
論
は
正
当
と
い
え

る
が
、
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
野
誠
一
）
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